
東京大学社会科学研究所　希望学プロジェクト

地域における
希望の再生

－希望学・釜石調査報告－

「なんか、ばーって顔にあたる風？風が好きです」
「悩んで行動するより他はない」
「棚ぼたは、ないですから」

2008年11月16日（日曜）

13:00-17:00
会場：釜石市民文化会館・中ホール

会費制・事前登録懇親会：

１８：００　～　２０：００時　間：

サンルート釜石　鳳凰の間場　所：

釜石市経済部産業政策課商業労政係　担当：奥村

問い合わせ先

電話：０１９３ー２２ー２１１１（内線）３２６、３２７

パネル・ディスカッション

第１部　希望の来歴―歴史 

第２部　希望をつなぐ―地域社会

第３部　希望の再生―地域振興

第４部　希望に向かって―市民の動向 

総括討論

青木宏之    石倉義博    宇野重規    大堀研　
橘川武郎    玄田有史    小森田秋夫    佐藤岩夫
末廣昭    竹村祥子    永井暁子    中村圭介
中村尚史    西野淑美    仁田道夫    宮島良明  ほか

主な参加者

（注：ただし、プログラムに変更の可能性もあります）

http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/hope/
詳細は希望学プロジェクトのwebサイトをご参照ください。

東京大学社会科学研究所は2006年から、釜石の希望

を考える調査と研究を続けています。その成果は来春

『地域における希望の再生(仮)』として出版されます

今回の報告会では執筆者が集まり、釜石の皆さんと　

「希望の再生」を語り合います。

。

写真：森田英嗣


